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み
ん
な
で
進
め
る

「市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
」

本
市
の
自
治
の
基
本
理
念
や
自

治
運
営
の
基
本
原
則
な
ど
、
市
民
、

議
会
、
行
政

（執
行
機
関
）
が
協

力
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
た
め
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
を

定
め
た
「
同
松
市
自
治
基
本
条
例
」

を
、
市
制
施
行
１
２
０
周
年
記
念

日
の
平
成
２２
年
２
月
１５
日
に
施
行

し
ま
し
た
。

本
格
的
な
地
方
分
権
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
地

方
向
治
体
で
は
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
考
え
る

と
い
う

「自
己
決
定

・
自
己
責
任
」
に
基
づ
い
た

自
治
進
竹
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の
意
思
に

基
づ
い
て
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
主
体
的
な

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
な

つ
て
い
ま

す
。ま

た
、
人
Ｈ
減
少
、
少
ｒ

・
超
高
齢
な
ど
の
社

会
情
勢
の
変
化
に
伴
う
新
た
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
に
は
、
市
民
や
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議

会

・
市
民
活
動
団
体

・
企
業
な
ど
多
様
な
主
体
が

地
域
社
会
を
支
え
る

「新
し
い
公
共
」
と

い
う
考

え
方
の
下
、
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
が
、

迪
切
な
役
割
分
担
の
下
、
同
じ
目
的
を
持

っ
て
、

助
け
合

い
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
、
ア
同
松
市
自
治
基
本
条
例
」
を
制

定

し
ま
し
た
。

自
治
基
本
条
例
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
は
、
市

民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

自
治
の
担

い
手
で
あ
る
、
市
民
、
議
会
、
行
政

の
三
者
が
自
治
基
本
条
例
の
趣
旨
を
理
解
し
、
連

携

・
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

創
造
性
■
か
で
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実

現
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
市
政
や
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ま

ち
づ
く
り
が
活
性
化
し
ま
す
。



条
例
の
ポ
イ
ン
ト

●
自
治
の
基
本
理
念

●
自
治
の
基
本
原
則

倉
弟
５
条
）

（
第

４

条

）

。
自
治
の
主
権
者
は
、
市
民
で
す
。

・
個
人
の
尊
厳
お
よ
び
自
由
が
尊
重

さ
れ
、
か
つ
、
公
正
で
開
か
れ
た

市
政
を
推
進
し
ま
す
。

・
地
域
の
個
性
お
よ
び
自
立
性
を
尊

重
し
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

市
政
の
情
報
を
得
る
た
め
に
活

用
で
き
る
も
の

・
広
報
た
か
ま
つ

。
高
松
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
市
政
出
前
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク

・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
な
ど

情
報
共
有
の
原
則

参
画
の
原
則

■
市
民
と
市
が
市
政
に
関
す
る

情
報
を
共
有
し
ま
す

市
民
は
、
市
が
持
っ
て
い
る
情
報

を
知
り
、
そ
れ
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
自
ら
の
暮
ら
し
を
豊
か
な
も

の
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
市
は
、

請
求
に
よ
る
情
報
公
開
だ
け
で
な
く
、

情
報
を
積
極
的
に
分
か
り
や
す
く
、

適
時
に
市
民
に
提
供
す
る
よ
う
努
め

ま
す
。

■
市
政
や
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

を
市
民
の
参
画
に
よ

っ
て
進

め
ま
す

豊
か
な
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
は
、
市
民
が
市
政
に
主
体
的
に
か

か
わ
る
こ
と
や
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
に
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
、
市
は
、
市
民
が
市
政
に
参
画

で
き
る
多
様
な
機
会
を
確
保
す
る
よ

う
努
め
ま
す
。

参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
活
用

で
き
る
も
の

・
パ
ブ
リ
ツ
ク
コ
メ
ン
ト

・
公
募
委
員

（附
属
機
関
等
）

・
住
民
投
票

な
ど

協
働
の
原
則

■
市
民
と
市
が
対
等
な
立
場
で
、

市
政
や
地
域
の
課
題
の
解
決

に
共
に
取
り
組
み
ま
す

市
は
、
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
整
備
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
協
議
会
や
市
民
活
動
団
体
な
ど

の
市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
尊
重
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
活
動
に
対
し
、

適
切
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

市
民
と
市
が
協
働
で
き
る
も
の

・
環
境
美
化

。
公
共
交
通
の
利
用

・
節
水
の
取
組

な
ど

日



●
市
民
、
議
会
、
行
政
の
役
割
と
責
務

（第
６
条
～
第
１３
条
）

自
治
の
担
い
手
で
あ
る
、
市
民
、
議
会
、
行
政

（執
行
機
関
）
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
果
た
し
な
が
ら
、
協
力
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
市
政
の
情
報
を
知
る
権
利
、
市
政
お
よ

び
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
権

利
が
あ
り
ま
す
。

●
お
互
い
に
協
力
し
て
、
市
政
お
よ
び
地

域
の
課
題
の
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

●
参
画
す
る
と
き
に
は
、
公
共
的
な
視
点

に
立
っ
て
、
発
言
や
行
動
に
責
任
を
持

た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
納
税
等
の
義
務
を
果
た
し
、
ま
た
、
選

挙
権
の
行
使
の
機
会
を
生
か
す
よ
う
に

努
め
ま
す
。

市
民

行
政

豊藤
各〓

●
市
の
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、
市
民

の
意
思
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま

す
。

●
市
政
運
営
に
対
す
る
監
視
機
能
を
果

た
し
ま
す
。

●
市
民
に
情
報
を
提
供
す
る
な
ど
、
開

か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
ま
す
。

●
市
長
は
、
高
松
市
の
代
表
者
と
し
て
、

市
民
の
信
託
に
こ
た
え
、
公
正
か
つ

誠
実
に
市
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

●
参
画
と
協
働
に
よ
る
市
政
お
よ
び
地

域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

●
職
員
は
、
法
令
等
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、
知
識
、
能
力
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

四



●
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（第
２３
条
）

市
民
が
地
域
の
個
性
を
生
か
し
、
自
主
的
、
自
立
的
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
た
め
、
そ
の
地
域
に
住
む
人
や
団
体
な
ど
を
構
成
員
と
し
、　
一
つ

の
地
域
に

一
つ
に
限
り
市
長
が
認
定
す
る
民
主
的
に
運
営
さ
れ
る
組
織
と
し
て
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
設
置
で
き
る
と
明
確
に
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
活
動
を
尊
重
し
、
適
切
な
支

援
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
本
図
は
概
念
的
な
も
の
で
、
実
際
は
地
域
の
実
情
に
合
わ

せ
て
、
多
様
な
組
織
　
参
画
形
態
が
あ
り
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
活
動
イ
メ
ー
ジ
図

灘
治
豊
姫
麹
入
し
ま
し
よ
う

自
治
会
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
軸
と

な
る

「地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
」
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
組
織
で
、
住
み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
に
は
、
自
治
会
活

動
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

今

一
度
、
自
治
会
活
動
を
見
つ
め
直
し
、
地
域
の
つ
な
が

り
や
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
み
ん
な
が
お
互
い
に
協
力
し
て
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
努
め
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
自
治

会
に
加
入
し
、
そ
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
よ
う
。

【お
問
い
合
わ
せ
】◆
地
域
政
策
課

（８
３
９
１
２
２
７
７
）

い
く
つ
か
の
部
会
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
こ

と
に
、
そ
の
活
動
に
適
し

た
地
域
の
各
種
団
体
や
市

民
活
動
団
体
が
参
画
し
て

い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
の
構
成
イ
メ
ー
ジ
図

外
側
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
円
は

一
つ
の
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
表
し
ま
す
。

内
側
の
緑
色
の
円
|ま

自
,台

会
を
表
し
ま
す

圭
目
色
の
人
型
Iま

イ固
人
を
表
し
ま
す

る 活 市 で 中 体 赤

雰 ]層 電 響 需 呂
が る 動  い 民 は
あ た 団  人 活 そ

呈
喩
な  書 ∃ 紀

す 赤
｀ 団 体 域°

い 地  体 を で

界僣 品意罰
外 と  属 ま す
に ら  す す る
出 わ  る °各
て れ  個  種
い ず  人  団

子ども会育成会

環
境

・
安
全
部
会
婦人防火クラブ

保健・福祉部会



高
松
市
自
治
基
本
条
例

目
次前
文
一弔
〓
早
　
総
則

（第

一
条
―
第
五
条
）

一墨

〓
早
　
市
民
、
議
会
お
よ
び
執
行
機
関
の
役

割
と
責
務

第

一
節
　
市
民

（第
六
条
―
第
八
条
）

一塁

〓
即
　
議
会

（第
九
条
　
第
十
条
）

第
三
節
　
執
行
機
関

（第
十

一
条
―
第
十
三

条
）

一墨
量
早
　
自
治
運
営
の
基
本
的
事
項

第

一
節
　
情
報
共
有

（第
十
四
条
―
第
十
六

条
）

第
二
節
　
参
画
（第
十
七
条
―
第
二
十

一
条
）

第
三
節
　
協
働

（第
二
十
二
条
―
第
二
十
四

条
）

第
四
節
　
行
政
運
営

（第
二
十
五
条
―
第
三

十
五
条
）

第
四
章
　
条
例
の
見
直
し
等

（第
三
十
六
条

一墨
二
十
七
条
）

第
五
章
　
雑
則

（第
三
十
八
条
）

附
則

私
た
ち
の
ま
ち
高
松
は
、
多
島
美
を
誇
る
波
静

か
な
瀬
戸
内
海
や
讃
岐
山
脈
の
山
々
の
自
然
に
恵

ま
れ
、
県
都
と
し
て
、
ま
た
、
四
国
の
中
心
都
市

と
し
て
発
展
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ま
ち
に

住
む
私
た
ち
に
は
、
先
人
た
ち
が
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

に
よ
っ
て
つ
く
り
あ
げ
た
歴
史
や
地
域
に
根
ざ
し

た
文
化
、
そ
し
て
自
然
と
調
和
し
て
生
活
す
る
知

恵
が
、
大
切
な
財
産
と
し
て
受
け
継
か
れ
て
い
ま

す
。私
た
ち
は
、
豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能
が
調
和

し
た
こ
の
高
松
を
、
響
同
松
市
民
の
ね
が
い
」
に

込
め
ら
れ
た
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
、
ま

た
、
す
べ
て
の
人
に
基
本
的
人
権
が
保
障
さ
れ
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
個
性
と
持
て
る

能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
ま
ち
と
し
て
、
さ
ら

に
、
豊
か
な
人
間
性
と
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
文
化

を
発
展
さ
せ
、
生
き
る
喜
び
と
潤
い
が
感
じ
ら
れ

る
ま
ち
と
し
て
、
将
来
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け

れ
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
市
民

一
人

一
人
が
ま

ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
、

市
政
お
よ
び
地
域
の
課
題
の
解
決
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
市
民
、
議
会
、
行
政
が
適
切

な
役
割
分
担
の
下
、
多
様
な
協
力
関
係
を
構
築
し
、

参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

私
た
ち
は
こ
こ
に
、
自
治
の
基
本
理
念
を
共
有

し
、
地
域
の
個
性
や
自
立
性
を
尊
重
し
た
活
力
の

あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
と
と
も
に
、
心
豊
か
な
文
化

の
か
お
り
あ
ふ
れ
る
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
高
松
市
自
治
基
本
条
例
を
制
定

し
ま
す
。第

一
章
　
総
則

（目
的
）

第

一
条
　

こ́
の
条
例
は
、
高
松
市
に
お
け
る
自
治

の
基
本
理
念
お
よ
び
基
本
原
則
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
市
民
、
議
会
お
よ
び
執
行
機
関

の
役
割
と
責
務
な
ら
び
に
参
画
と
協
働
に
よ
る

自
治
運
営
の
基
本
的
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ

り
、
市
民
主
体
の
自
治
の
実
現
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。

（定
義
）

第
二
条
　

ｃ́
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲

げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
。

一　

市
民
　
市
内
に
居
住
し
、
通
勤
し
、
ま
た

は
通
学
す
る
個
人
お
よ
び
市
内
で
事
業
を
行

い
、
ま
た
は
活
動
を
行
う
個
人
ま
た
は
法
人

そ
の
他
の
団
体
を
い
う
。

二
　
執
行
機
関
　
市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙

管
理
委
員
会
、
監
査
委
員
、
公
平
委
員
会
、

農
業
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

お
よ
び
地
方
公
営
企
業
の
管
理
者
を
い
う
。

〓
一　
市
　
議
会
お
よ
び
執
行
機
関
を
い
う
。

四
　
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
　
市
民
が
住
み
よ
い

地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
地
域
の
課
題
の

解
決
に
取
り
組
む
活
動
を
い
う
。

五
　
参
画
　
市
民
が
市
政
お
よ
び
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
に
主
体
的
に
関
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

工（
　
協
働
　
市
民
と
市
が
、
ま
た
は
市
民
相
互

か
、
互
い
を
理
解
し
、
対
等
な
立
場
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
責
任
と
社
会
的
役
割
を
踏
ま
え
、

共
通
の
目
的
達
成
の
た
め
に
共
に
取
り
組
む

こ
と
を
い
う
。

（条
例
の
位
置
付
け
）

第
三
条
　

こ́
の
条
例
は
、
本
市
の
自
治
の
基
本
を

定
め
る
も
の
で
あ
り
、
市
民
お
よ
び
市
は
、
こ

の
条
例
の
趣
旨
を
最
大
限
に
尊
重
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２
　
市
は
、
他
の
条
例
、
規
則
等
の
制
定
改
廃
お

よ
び
解
釈
運
用
ま
た
は
計
画
等
の
策
定
お
よ
び

変
更
に
当
た

っ
て
は
、
こ
の
条
例
と
の
整
合
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（自
治
の
基
本
理
念
）

第
四
条
　
自
治
の
主
権
者
は
、
市
民
と
す
る
。

２
　
市
は
、
市
民
の
信
託
に
基
づ
き
、
個
人
の
尊

厳
お
よ
び
自
由
が
尊
重
さ
れ
、
か
つ
、
公
正
で

開
か
れ
た
市
政
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
市
民
お
よ
び
市
は
、
地
域
の
個
性
お
よ
び
自

立
性
を
尊
重
し
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
も
の
と
す
る
。

（自
治
の
基
本
原
則
）

第
五
条
　
市
民
お
よ
び
市
は
、
次
に
掲
げ
る
基
本

原
則
に
の
っ
と
り
、
自
治
運
営
を
行
う
も
の
と

す
る
。

一　

情
報
共
有
の
原
則
　
市
政
に
関
す
る
情
報

を
共
有
す
る
こ
と
。

二
　
参
画
の
原
則
　
市
民
の
参
画
に
よ
り
市
政

運
営
お
よ
び
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ

る
こ
と
。

〓
一　
協
働
の
原
則
　
協
働
し
て
市
政
お
よ
び
地

域
の
課
題
の
解
決
に
当
た
る
こ
と
。

第
二
章
　
市
民
、
議
会
お
よ
び
執
行
機
関

の
役
割
と
責
務

第

一
節
　
市
民

（市
民
の
知
る
権
利
）

第
六
条
　
市
民
は
、
市
政
に
関
す
る
情
報
に
つ
い

て
、
知
る
権
利
を
有
す
る
。

（市
民
の
参
画
の
権
利
）

第
七
条
　
市
民
は
、
人
種
、
信
条
、
性
別
、
社
会

的
身
分
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
お
よ
び
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
参
画
す
る
権
利
を
有
す
る
。

２
　
市
民
は
、
参
画
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
自
主

性
が
尊
重
さ
れ
る
と
と
も
に
、
参
画
す
る
こ
と

ま
た
は
参
画
し
な
い
こ
と
に
よ

つ
て
不
利
益
な

取
扱
い
を
受
け
な
い
。

（市
民
の
役
割
と
責
務
）

第
八
条
　
市
民
は
、
自
治
の
主
体
と
し
て
、
地
域

社
会
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
政
お
よ

び
地
域
の
課
題
の
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
む

も
の
と
す
る
。

２
　
市
民
は
、
参
画
の
機
会
を
積
極
的
に
活
用
す

る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
参
画
に
当
た

っ
て

は
、
公
共
的
な
視
点
に
立

っ
て
、
自
ら
の
発
言

と
行
動
に
責
任
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
市
民
は
、
法
令
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

納
税
等
の
義
務
を
果
た
す
も
の
と
し
、
ま
た
、

選
挙
権
を
有
す
る
市
民
は
、
そ
の
行
使
の
機
会

を
生
か
す
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一詈

一節
　
議
会

（議
会
の
役
割
と
責
務
）

第
九
条
　
議
会
は
、
直
接
選
挙
に
よ
り
選
ば
れ
た

代
表
者
で
あ
る
議
員
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
る
意

思
決
定
機
関
で
あ
り
、
市
民
の
意
思
を
市
政
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
議
会
は
、
積
極
的
に
調
査
研
究
を
行
う
な
ど

政
策
形
成
機
能
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
市

政
運
営
に
対
す
る
監
視
機
能
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
も
の
と
す
る
。

３
　
議
会
は
、
議
会
活
動
に
関
す
る
情
報
を
市
民

に
広
く
分
か
り
や
す
く
提
供
す
る
な
ど
、
開
か

れ
た
議
会
運
営
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（議
員
の
役
割
と
責
務
）

第
十
条
　
議
員
は
、
前
条
に
規
定
す
る
議
会
の
役

割
と
責
務
を
十
分
認
識
し
、
公
正
か
つ
誠
実
に

職
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
議
員
は
、
自
己
研
さ
ん
に
努
め
る
と
と
も
に
、

地
域
の
課
題
お
よ
び
市
民
の
意
見
を
把
握
し
、

総
合
的
な
視
点
に
立

っ
て
、
市
民
の
信
託
に
こ

回



た
え
る
も
の
と
す
る
。

一塁
二
即
　
執
行
機
関

（市
長
の
役
割
と
責
務
）

第
十

一
条
　
市
長
は
、
高
松
市
の
代
表
者
と
し
て
、

市
民
の
信
託
に
こ
た
え
、
市
政
全
体
の
総
合
的

な
調
整
そ
の
他
の
権
限
を
適
正
に
行
使
し
、
公

正
か
つ
誠
実
に
市
政
運
営
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２
　
市
長
は
、
自
治
の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、

自
治
の
推
進
お
よ
び
市
民
福
祉
の
向
上
に
必
要

な
施
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（執
行
機
関
の
役
割
と
責
務
）

第
十
二
条
　
執
行
機
関
は
、
そ
の
権
限
に
属
す
る

事
務
を
公
正
か
つ
誠
実
に
執
行
す
る
と
と
も
に
、

執
行
機
関
相
互
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、　
一
体

と
し
て
行
政
機
能
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
執
行
機
関
は
、
参
画
と
協
働
に
よ
る
市
政
お

よ
び
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
と

す
る
。

（職
員
の
責
務
）

第
十
三
条
　
職
員
は
、
市
民
全
体
の
た
め
に
働
く

者
と
し
て
、
法
令
、
条
例
、
規
則
等
を
遵
守
す

る
と
と
も
に
、
公
正
、
誠
実
か
つ
効
率
的
に
職

務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
職
員
は
、
職
務
に
必
要
な
専
門
的
知
識
の
習

得
お
よ
び
能
力
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
　
職
員
は
、
職
務
の
遂
行
に
当
た

っ
て
は
、
参

画
と
協
働
に
よ
る
市
政
お
よ
び
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章
　
自
治
運
営
の
基
本
的
事
項

第

〓
即
　
情
報
共
有

（情
報
の
共
有
）

第
十
四
条
　
市
は
、
市
政
に
関
す
る
情
報
を
積
極

的
に
、
分
か
り
や
す
く
、
か
つ
、
適
時
に
市
民

に
提
供
し
、
市
民
と
の
情
報
の
共
有
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
執
行
機
関
は
、
参
画
と
協
働
に
よ
る
市
政
運

営
に
資
す
る
た
め
、
市
民
と
情
報
を
共
有
す
る

た
め
の
仕
組
み
の
整
備
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（情
報
公
開
）

第
十
五
条
　
市
は
、
市
民
の
知
る
権
利
を
尊
重
し
、

市
の
諸
活
動
を
市
民
に
説
明
す
る
責
務
が
全
う

さ
れ
る
よ
う
、
別
に
条
例
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
市
の
保
有
す
る
情
報
を
原
則
と
し
て
公

開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（個
人
情
報
の
保
護
）

第
十
六
条
　
市
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
保
護
す

る
た
め
、
別
に
条
例
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

市
の
保
有
す
る
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う

と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
開
示
、
訂
正
等
を
請

求
す
る
市
民
の
権
利
に
つ
い
て
、
適
切
な
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
参
画

（地
域
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
参
画
）

第
十
七
条
　
市
民
は
、
自
ら
が
地
域
の
自
治
の
担

い
手
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
互
い
に
助
け
合

い
、
主
体
的
に
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

む
も
の
と
す
る
。

（市
政

へ
の
参
画
）

第
十
八
条
　
市
は
、
市
民
が
市
政
に
参
画
で
き
る

多
様
な
機
会
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
政
策
等

の
立
案
、
実
施
お
よ
び
評
価
の
各
過
程
に
お
い

て
、
参
画
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（バ
、フ
リ
ツ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
）

第
十
九
条
　
執
行
機
関
は
、
重
要
な
政
策
等
の
策

定
に
当
た

っ
て
は
、
事
前
に
そ
の
案
を
公
表
し

て
市
民
か
ら
意
見
を
募
る
手
続

（次
項
に
お
い

て

「バ
、フ
リ

ツ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
」
と
い
う
。
）

を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
執
行
機
関
は
、
パ
、フ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

に
よ
り
提
出
さ
れ
た
意
見
を
考
慮
し
て
意
思
決

定
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
意
見
に
対
す
る
考

え
方
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（附
属
機
関
等
の
委
員
の
公
募
）

第
二
十
条
　
執
行
機
関
は
、
附
属
機
関
等
に
つ
い

て
、
そ
の
委
員
の

一
部
を
公
募
に
よ
り
選
任
す

る
も
の
と
す
る
。

（住
民
投
票
）

第
二
十

一
条
　
市
長
は
、
市
政
に
関
し
特
に
重
要

な
事
案
に
つ
い
て
、
直
接
、
住
民
の
意
思
を
確

認
す
る
た
め
、
住
民
投
票
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２
　
住
民
投
票
に
付
す
べ
き
事
項
、
投
票
の
手
続
、

投
票
資
格
要
件
そ
の
他
住
民
投
票
の
実
施
に
必

要
な
事
項
は
、
事
案
ご
と
に
条
例
て
定
め
る
。

３
　
市
は
、
住
民
投
票
の
結
果
を
尊
重
す
る
も
の

と
す
る
。第
三
節
　
協
働

（協
働
の
推
進
）

第
二
十
二
条
　
市
は
、
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の

仕
組
み
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
協
働
の
推
進

に
当
た
っ
て
は
、
市
民
の
自
主
的
な
活
動
を
支

援
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

市
の
支
援
は
、
市
民
の
自
主
性
お
よ
び
自
立
性

を
損
な
う
も
の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

（地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
）

第
二
十
三
条
　
市
は
、
市
民
主
体
の
自
治
を
推
進

す
る
た
め
、
次
項
に
規
定
す
る
地
域

コ
ミ
ュ
二

テ
イ
協
議
会
の
活
動
を
尊
重
し
、
そ
の
活
動
に

対
し
て
適
切
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
市
民
は
、
地
域
の
個
性
お
よ
び
自
立
性
を
尊

重
し
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
地

域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

（共
同
体
意
識
の
形

成
が
可
能
な

一
定
の
地
域
に
お
い
て
、
そ
の
地

域
に
居
住
す
る
個
人
お
よ
び
所
在
す
る
法
人
そ

の
他
の
団
体
を
構
成
員
と
し
、
民
主
的
な
運
営

に
よ
り
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
活

動
す
る
組
織
で
、　
一
の
地
域
に
つ
き

一
に
限
り

市
長
が
認
定
し
た
も
の
を
い
う
。
次
項
に
お
い

て
同
じ
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
は
、
自
ら
の
活

動
に
責
任
を
持

っ
て
、
自
主
的
か
つ
自
立
的
に

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

（市
民
活
動
団
体
）

第
二
十
四
条
　
市
は
、
自
発
的
か
つ
主
体
的
に
行

わ
れ
る
非
営
利
の
活
動
で
、
不
特
定
か
つ
多
数

の
も
の
の
利
益
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
市
民
活
動
団
体
の
活
動
を
尊
重
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
適
切
な
支
援

を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
四
節
　
行
政
運
営

（総
合
計
画
）

第
二
十
五
条
　
市
長
は
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
な

行
政
運
営
を
図
る
た
め
、
総
合
計
画
を
策
定
す

る
も
の
と
す
る
。

２
　
市
長
は
、
総
合
計
画
の
策
定
に
当
た

っ
て
は
、

参
画
の
機
会
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
執
行
機
関
は
、
総
合
計
画
を
効
果
的
か
つ
着

実
に
推
進
す
る
た
め
、
透
明
性
を
確
保
し
つ
つ

適
切
に
進
行
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
定
期
的

に
そ
の
進
捗
状
況
を
市
民
に
公
表
す
る
も
の
と

す
る
。

（財
政
運
営
）

第
二
十
六
条
　
市
長
は
、
長
期
的
な
祝
点
か
ら
財

政
収
支
を
十
分
考
慮
し
た
予
算
編
成
を
行
う
と

と
も
に
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
政
策
等
の
展

開
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
市
長
は
、
毎
年
度
の
予
算
お
よ
び
決
算
そ
の

他
市
の
財
政
状
況
に
関
す
る
情
報
を
市
民
に
、

分
か
り
や
す
く
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
執
行
機
関
は
、
出
資
法
人

（市
が
資
本
金
、

出
資
金
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
の
二
分

の

一
以
上
を
出
資
し
て
い
る
法
人
を
い
う
。）

に
対
し
、
そ
の
運
営
が
健
全
に
維
持
さ
れ
る
よ

う
、
適
切
な
指
導
等
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（説
明
責
任
等
）

第
二
十
七
条
　
執
行
機
関
は
、
政
策
等
の
立
案
、

実
施
お
よ
び
評
価
の
各
過
程
に
お
い
て
、
市
民

に
分
か
り
や
す
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
執
行
機
関
は
、
市
民
の
市
政
に
関
す
る
意
見
、

要
望
、
苦
情
等
に
対
し
、
速
や
か
に
事
実
関
係

を
調
査
し
、
誠
実
に
対
応
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（行
政
手
続
）

第
二
十
八
条
　
執
行
機
関
は
、
市
民
の
権
利
利
益

の
保
護
に
資
す
る
た
め
、
別
に
条
例
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
処
分
、
行
政
指
導
そ
の
他
の

行
政
手
続
に
関
し
て
共
通
す
る
事
項
を
明
ら
か

に
し
、
市
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
と
透

明
性
の
向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

□



（行
政
評
価
）

第
二
十
九
条
　
執
行
機
関
は
、
施
策
、
事
業
等
の

成
果
を
市
民
に
明
ら
か
に
し
、
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
行
政
評
価
を

実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

執
行
機
関
は
、
市
民
の
視
点
に
立

っ
た
外
部
評

価
を
取
り
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
執
行
機
関
は
、
行
政
評
価
の
結
果
を
市
民
に

分
か
り
や
す
く
公
表
す
る
と
と
も
に
、
施
策
、

事
業
等
に
適
切
に
反
映
す
る
よ
う
努
め
る
も
の

と
す
る
。

（外
部
監
査
）

第
三
十
条
　
市
長
は
、
適
正
で
効
果
的
な
市
政
運

営
を
確
保
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

（昭
和
二

十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
に
基
づ
き
、
外
部

監
査
人
と
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
、
外
部
監

査
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

（公
益
通
報
）

第
三
十

一
条
　
執
行
機
関
は
、
市
政
の
適
法
か
つ

公
正
な
運
営
を
確
保
す
る
た
め
、
市
政
運
営
に

係
る
違
法
な
行
為
に
つ
い
て
職
員
か
ら
行
わ
れ

る
通
報
を
受
け
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、

通
報
を
行

っ
た
職
員
が
、
通
報
に
よ
り
不
利
益

を
受
け
な
い
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（政
策
法
務
）

第
三
十
二
条
　
市
は
、
市
政
の
課
題
に
対
応
し
た

自
主
的
な
政
策
等
を
実
行
す
る
た
め
、
地
方
公

共
団
体
に
関
す
る
法
令
の
規
定
に
つ
い
て
、
地

方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
き
、
こ
れ
を
解
釈
す
る

と
と
も
に
、
条
例
、
規
則
等
の
整
備
を
積
極
的

に
行
う
も
の
と
す
る
。

（行
政
組
織
の
編
成
）

第
二
十
三
条
　
執
行
機
関
は
、
市
民
に
分
か
り
や

す
く
、
機
動
的
か
つ
効
率
的
な
市
政
運
営
が
可

能
と
な
る
よ
う
組
織
の
編
成
を
行
う
と
と
も
に
、

組
織
の
横
断
的
な
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（危
機
管
理
体
制
の
整
備
等
）

第
三
十
四
条
　
市
は
、
常
に
災
害
等
の
緊
急
の
事

態
に
備
え
、
市
民
の
身
体
、
生
命
、
財
産
の
安

全
性
が
確
保
で
き
る
よ
う
、
危
機
管
理
体
制
を

整
備
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
対
応
に
当
た
っ
て

は
、
市
民
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
　
協
力
を

図
る
も
の
と
す
る
。

（国
お
よ
び
他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

協
力
）

第
三
十
五
条
　
市
は
、
国
お
よ
び
他
の
地
方
公
共

団
体
と
連
携
　
協
力
し
て
、
共
通
す
る
課
題
の

解
決
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
条
例
の
見
直
し
等

（条
例
の
検
証
）

第
二
十
六
条
　
市
は
、
こ
の
条
例
の
趣
旨
に
照
ら

し
て
、
自
治
運
営
の
状
況
を
把
握
し
、
検
証
す

る
た
め
、
別
に
条
例
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

高
松
市
自
治
推
進
審
議
会
を
置
く
。

（条
例
の
見
直
し
）

第
三
十
七
条
　
市
は
、
四
年
を
超
え
な
い
期
間
ご

と
に
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
見
直
し
を
行
う
等

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章
　
雑
則

（委
任
）

第
三
十
八
条
　
，ｃ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

附
　
則

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
二
年
二
月
十
五
日
か

ら
施
行
す
る
。

●
高
松
市
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
市
民
フ
オ
ー

ラ
ム
　
～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
新
高
松
市
の

道
じ
る
べ
～

条
例
制
定
に
向
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
共
通

理
解
い
た
だ
き
、
検
討
や
議
論
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
２０
年
２
月
２２
日
　
一局
松
市
役
所
に
て
開
催

約
２
５
０
人
参
加

●
高
松
市
自
治
基
本
条
例
を
考
え
る
市
民
委
員
会

条
例
制
定
段
階
か
ら
市
民
参
画
を
図
る
た
め
、

公
募
や
各
種
団
体
代
表
者
な
ど
１９
人
の
委
員
で

構
成
さ
れ
る

「高
松
市
自
治
基
本
条
例
を
考
え

る
市
民
委
員
会
」
を
設
置
し
、
条
例
内
容
な
ど

に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
議
１５
回
開
催

（平
成
２０
年
２
月
～
１０
月
）

平
成
２０
年
７
月
２５
日
に

「自
治
基
本
条
例
を
考

え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
～
み
ん
な
で
高
松
市
の
憲

法
を
考
え
よ
う
～
」
を
開
催
し
、
約
７０
人
参
加

平
成
２。
年
「
月
４
日
に

「高
松
市
自
治
基
本
条

例

（仮
称
）
に
関
す
る
提
言
書
」
を
市
長
に
提

出
●
高
松
市
自
治
基
本
条
例
制
定
委
員
会

学
識
経
験
者
な
ど
１２
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ

る

「高
松
市
自
治
基
本
条
例
制
定
委
員
会
」
を

設
置
し
、
市
民
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
基
に
、

具
体
的
な
条
例
素
案
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
１０
回
開
催

（平
成
２０
年
１２
月
～
平
成
２‐
年

９
月
）

平
成
２‐
年
９
月
２５
日
に

「高
松
市
自
治
基
本
条

例
素
案
報
告
書
」
を
市
長
に
提
出

高
松
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定
経
過

●
市
民
と
市
長
の
意
見
交
換
会

制
定
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
素
案
を

尊
重
し
な
が
ら
、
市
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
条

例
案
に
対
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い

た
だ
く
た
め
、
「市
民
と
市
長
の
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
５
回
開
催

（平
成
２‐
年
１０
月
１７
日

～
１０
月
２７
日
）

市
内
５
か
所
で
約
３
０
０
人
参
加

（香
南
公
民

館
、
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
勝
賀
、
古
高
松

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー
、
高
松
市
役
所
、
木

太
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

●
パ
ブ
リ
ツ
ク
コ
メ
ン
ト

条
例
案
に
つ
い
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

実
施
期
間

（平
成
２‐
年
１０
月
１５
日
～
「
月
４

日
）

●
条
例
の
制
定
。
施
行

平
成
２‐
年
１２
月
議
会
に
お
い
て
、
全
会

一
致

で
条
例
議
案
が
可
決
さ
れ
、
市
制
施
行
１
２
０

周
年
記
念
日
で
あ
る
平
成
２２
年
２
月
１５
日
に
、

条
例
を
施
行
し
ま
し
た
。

■
高
松
市
自
治
基
本
条
例
制
定
フ
オ
‥
ラ
ム

～
み
ん
な
で
つ
く
る
　
一し
れ
か
ら
の
高
松
～

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
場
と
し
て
、
条
例

施
行
日
に
フ
オ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

平
成
２２
年
２
月
１５
日
　
サ
ン
ポ
ー
ト
ホ
ー
ル
高

松
に
て
開
催

約
３
０
０
人
参
加
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